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恒 心

★
実
態
の
な
い
障
害
者
団
体
「
凛り

ん
の
会か

い
」
に
対
し

て
郵
便
料
金
が
格
別
に
安
く
な
る
障
害
者
団
体
と

認
め
る
証
明
書
を
発
行
す
る
よ
う
に
と
部
下
に
指

示
し
た
罪
で
逮
捕
、
起
訴
さ
れ
た
厚
生
労
働
省
元

局
長
村
木
厚
子
被
告
に
大
阪
地
方
裁
判
所
は
無
罪

判
決
を
言
い
渡
し
た
。
関
係
者
の
供
述
か
ら
村
木
氏
の
関
与
は

ま
っ
た
く
な
か
っ
た
こ
と
が
明
白
で
あ
り
、
判
決
前
か
ら
無
罪

が
濃
厚
と
予
想
さ
れ
て
い
た
。
★
障
害
者
団
体
が
定
期
刊
行
物

を
月
３
回
以
上
郵
送
す
る
場
合
、
１
通
８
円（
通
常
１
通
120
円
）

で
郵
送
で
き
る
。
15
分
１
の
格
安
料
金
で
あ
る
。
こ
の
制
度
を

悪
用
し
て
、
家
電
量
販
店
が
大
量
に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を

送
っ
た
事
件
が
発
覚
し
て
、
障
害
者
団
体
と
認
定
す
る
偽
造
証

明
書
問
題
が
浮
か
び
上
っ
た
。
★
偽
造
証
明
書
を
発
行
し
た
の

は
、
村
木
氏
の
元
部
下
の
係
長
の
独
断
だ
っ
た
と
な
っ
て
い
る

が
、
ど
う
し
て
偽
造
証
明
書
を
発
行
す
る
必
要
性
が
あ
る
の
か

全
く
理
解
で
き
な
い
。
村
木
氏
の
上
司
が
村
木
氏
を
飛
ば
し
て

係
長
に
指
示
し
た
の
か
。
そ
れ
と
も
係
長
が
断
り
き
れ
な
い
有

力
者
か
ら
頼
ま
れ
た
の
か
。
そ
の
点
を
は
っ
き
り
す
る
必
要
が

あ
る
。
★
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
郵
送
料
金
の
格
安
制
度
に
目

を
つ
け
、
悪
用
し
よ
う
と
考
え
た
の
は
誰
な
の
か
。
こ
の
事
件

で
は
、
大
手
広
告
代
理
店
博
報
堂
の
子
会
社
が
関
係
し
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
広
告
代
理
店
が
量
販
店
に
売

り
込
ん
だ
の
か
。「
凛
の
会
」
が
こ
の
制
度
の
利
用
を
持
ち
込

ん
だ
の
か
。
★
こ
の
事
件
に
よ
っ
て
、
と
ば
っ
ち
り
を
受
け
た

の
は
、
障
害
者
の
た
め
に
一
生
懸
命
に
頑
張
っ
て
い
る
障
害
者

団
体
。
厚
労
省
は
悪
用
を
防
止
す
る
た
め
に
、
障
害
者
郵
便
割

引
制
度
の
証
明
書
発
行
を
廃
止
す
る
方
針
を
固
め
た
よ
う
で
あ

る
。
郵
便
事
業
会
社
は
制
度
を
存
続
さ
せ
る
意
向
で
あ
り
、
障

害
者
支
援
の
方
向
で
双
方
の
話
し
合
い
を
求
め
た
い
。
生
活
弱

者
、
経
済
弱
者
を
救
済
す
る
安
全
網
を
悪
用
し
、
金
儲
け
を
す

る
と
は
情
け
な
い
。
日
本
人
の
倫
理
観
、
モ
ラ
ル
の
低
下
は
嘆

か
わ
し
い
ば
か
り
で
あ
る
。

腰
を
落
ち
着

け
、
日
本
の

将
来
を
担

う
の
は
、
歴

史
、
伝
統
、

文
化
を
尊
重

し
、
し
っ
か

り
し
た
安
全

保
障
、
持
続

的
な
経
済
成

長
政
策
を
確

立
で
き
る
自

民
党
し
か
な

い
と
い
う
自

信
を
持
つ
こ

と
で
あ
る
。

９
月
１
日
に
告
示
さ
れ
た
民
主
党
の
代
表
選
挙
は
、
残
暑
厳
し

い
中
で
、
菅
直
人
、
小
沢
一
郎
両
陣
営
の
熾
烈
な
戦
い
が
２
週
間

に
わ
た
っ
て
繰
り
返
さ
れ
た
。
公
開
討
論
会
、
共
同
記
者
会
見
、

街
頭
演
説
会
で
２
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
、
考
え
を
主
張
し
た
。

2
人
の
考
え
、
政
策
に
は
か
な
り
の
違
い
が
あ
り
、
今
ま
で
同
じ

政
党
で
共
同
歩
調
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
な
い
ほ
ど
で

あ
る
。
自
民
党
政
権
打
倒
と
い
う
目
標
で
共
存
し
て
き
た
が
、
そ

の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
現
在
、
双
方
の
考
え
、
政
治
手
法
の
違
い

が
は
っ
き
り
と
表
れ
て
き
た
。
ど
ち
ら
が
勝
っ
て
も
負
け
て
も
、

党
運
営
に
協
力
す
る
と
言
っ
て
い
る
も
の
の
、
激
し
い
、
骨
肉
の

戦
い
を
し
た
両
陣
営
に
は
感
情
的
な
し
こ
り
が
残
り
、
今
後
同

じ
政
党
に
い
る
こ
と
は
難
し
く
、
分
裂
必
至
と
指
摘
す
る
人
も
い

る
。
民
主
党
が
分
裂
し
、
そ
の
影
響
で
自
民
党
も
割
れ
る
と
の
心

配
も
あ
る
。
自
民
党
は
そ
ん
な
動
き
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

今
こ
そ
自
民
党
の
存
在
を
示
す
と
き

50才代の若い、新しい自民党執行部
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第
61
回
自
民
党
府
連
定
期
大
会

無
力
化
を
露
呈
し
た
会
長
選
挙

派閥の結束も今や昔
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新
名
神
を
一
日
も
早
く

二
ノ
湯
参
議
院
議
員
、

　
　
　
　
国
際
会
議
に
出
席

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
の
列
国
議
会
同
盟
会
議

ssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssss

��

参
議
院
自
民
党
の
会
長
選
挙
は
党
内
に
微
妙

な
波
紋
を
呼
ん
で
い
る
。
特
に
自
ら
の
派
閥
か

ら
候
補
者
を
出
し
て
、
同
数
と
は
い
え
敗
北
し

た
清
和
会（
町
村
派
）の
衝
撃
は
か
な
り
大
き
い

よ
う
で
あ
る
。
谷
川
秀
善
氏
が
最
適
の
候
補
者

で
あ
る
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
派
閥
の
代
表

と
し
て
会
長
選
挙
に
擁
立
、
他
の
派
閥
に
も

強
く
応
援
を
求
め
た
。
清
和
会
は
27
名
を
要
す

る
参
議
院
最
大
の
派
閥
で
あ
る
。
半
数
が
谷
川

氏
に
投
票
す
れ
ば
、
楽
々
当
選
し
て
い
る
筈
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
応
援
を
求
め
ら
れ
た
他
の

派
閥
は
、
多
少
の
落
ち
こ
ぼ
れ
が
あ
っ
た
が
ほ

と
ん
ど
谷
川
氏
に
投
票
、
肝
心
の
清
和
会
が
半
数

以
上
も
造
反
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
同
じ

派
閥
で
信
頼
し
て
い
た
人
が
派
閥
の
方
針
に
従
わ

ず
に
別
の
行
動
を
と
っ
た
と
嘆
く
人
、
落
胆
す
る

人
、
怒
る
人
様
々
で
あ
る
。
そ
の
上
、
清
和
会
の

ド
ン
と
し
て
君
臨
し
て
い
た
森
喜
朗
氏
が
派
閥
を

脱
退
す
る
と
表
明
、
参
議
院
清
和
会
は
今
や
派
閥

と
し
て
の
結
束
が
難
し
い
情
勢
で
あ
る
。
参
議
院

に
は
派
閥
は
そ
れ
ほ
ど
必
要
が
な
い
と
い
う
意
見

も
強
い
。
今
回
の
会
長
選
挙
を
機
に
、
参
議
院
の

あ
り
方
を
良
く
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
露
骨

な
派
閥
的
行
動
が
目
立
つ
と
参
議
院
無
用
論
が
各

方
面
か
ら
上
が
っ
て
く
る
心
配
が
あ
る
。��

新
名
神
高
速
道
路
は
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪

を
結
ぶ
第
二
の
国
土
軸
で
あ
り
、
と
り
わ
け
関

西
の
発
展
に
は
絶
対
に
必
要
な
道
路
で
あ
る
。

平
成
5
年
に
は
施
工
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た

が
、
平
成
15
年
の
第
１
回
国
土
開
発
幹
線
自
動

車
道
建
設
会
議（
国
幹
会
議
）で
「
整
備
し
な
い

区
間
」
の
意
向
が
示
さ
れ
、
小
泉
内
閣
で
「
抜

本
的
見
直
し
区
間
」
に
設
定
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
着
工
の
時
期
は
第
二
京
阪
道
路
の
開
通
後

の
道
路
事
情
を
勘
案
し
て
か
ら
、
判
断
を
す
る

と
な
っ
て
い
た
。
第
二
京
阪
道
路
は
、
去
る
3

月
20
日
に
開
通
し
、
そ
の
後
周
辺
道
路
は
交
通

量
、
渋
滞
回
数
も
増
え
、
早
期
の
着
工
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
新
名
神
の
沿
線
自
治
体
で
は
、

新
名
神
の
開
通
を
前
提
に
、
区
画
整
理
事
業
、

工
場
誘
致
な
ど
、
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
き
て
い
る
。
こ
れ
以
上
の
先
送
り
は
許
さ
れ
な

い
の
が
、
各
自
治
体
の
切
実
な
事
情
で
あ
る
。
9

月
6
日
、
城
陽
市
の
橋
本
昭
男
市
長
、
宇
治
田
原

町
の
奥
田
光
治
町
長
は
じ
め
、
八
幡
市
、
京
田
辺

市
の
関
係
者
が

自
民
党
京
都
府

連
を
訪
ね
、
二

ノ
湯
府
連
会
長

に
「
大
津
〜
城

陽
間
」、「
八
幡

〜
高
槻
間
」
の

一
日
も
早
い
着

工
を
求
め
る
要

望
書
を
手
渡
し

た
。����

９
月
25
日
、
第
61
回
自
民
党
京
都
府
連

定
期
大
会
が
、
京
都
市
四
条
烏
丸
の
京
都

産
業
会
館
シ
ル
ク
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

る
。
今
定
期
大
会
は
谷
垣
前
会
長
か
ら
、

二
ノ
湯
新
会
長
に
交
代
し
て
初
め
て
の
大

会
で
あ
る
。
大
会
で
は
、
平
成
22
年
度
の

活
動
報
告
、
一
般
会
計
予
算
報
告
や
会
長

交
代
の
経
過
報
告
な
ど
が
議
事
と
し
て
提

案
さ
れ
て
い
る
。
谷
垣
禎
一
総
裁
も
出

席
、
国
政
報
告
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
来
年
４
月
に
実
施
さ
れ
る

統
一
地
方
選
挙
で
、
京
都
府
会
、
京
都
市

会
に
自
民
党
公
認
と
し
て
立
候
補
す
る
予

定
の
第
一
次
公
認
候
補
者
を
紹
介
す
る
。

な
お
、
来
賓
と
し
て
山
田
啓
二
京
都
府
知

事
、
門
川
大
作
京
都
市
長
、
立
石
義
雄
京

都
商
工
会
議
所
会
頭
が
出
席
、
祝
辞
を
述

べ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

二
ノ
湯
参
議
院
議
員
は
10
月
４
日
〜
６

日
ま
で
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催
さ

れ
る
列
国
議
会
同
盟（
Ｉ
Ｐ
Ｕ
）に
参
議

院
よ
り
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
１
回
列
国
議
会
同
盟
は
、
１
８
８
９

年（
明
治
22
年
）に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
、

１
９
０
８
年
に
日
本
は
列
国
議
会
同
盟
に

加
盟
、
１
９
１
０
年
に
ベ
ル
ギ
ー
の
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
で
行
わ
れ
た
会
議
に
初
め
て

参
加
し
、
尾
崎
行
雄（
愕
堂
）衆
議
院
議
員

な
ど
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｐ
Ｕ
は
現

在
155
加
盟
国
、
９
準
加
盟
国
際
議
会
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
る
。
①
平
和
と
諸
国
民
間

の
協
力
推
進
を
図
る
こ
と
・
②
代
議
制
諸

制
度
の
確
立
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
2
回
定
例
会
議
を
開
催
し
て
い
る
。

二
ノ
湯
議
員
は
「
貧
困
と
飢
餓
の
撲
滅
・

教
育
と
人
材
の
育
成
」
に
つ
い
て
発
言
す

る
予
定
で
あ
る
。

関係自治体関係者が自民党に陳情

第123回
ＩＰＵジュネーブ会議日程

10月2日㈯

10月3日㈰

10月7日㈭

翌8日㈮ 07：30

成田からジュネーブへ移動

（於：ジュネーブ国際会議センター）

地域会合等

評議員会、本会議、
パネルディスカッション、委員会等

ジュネーブから成田へ移動

10月4日㈪ 10月6日㈬～

ジュネーブ発 09：10
フランクフルト着 10：30
同発 13：35
成田着 

成田発 11：50
ミュンヘン着 17：00
同発 19：05
ジュネーブ着 20：15
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地方選の公認作業、順調に進む 京
都
市
会
・
公
認
候
補
者
全
員
決
定

京
都
府
会
・
半
数
以
上
決
定

自
民
党
府
連
女
性
部
長
会
議

 

再
生
の
た
め
、

組
織
の
充
実
を
は
か
る

国
政
で
は
政
権
交
代
し
た
が
、
地
方

で
は
依
然
と
し
て
自
民
党
が
根
強
い
力
を

持
っ
て
い
る
。
来
年
春
に
予
定
さ
れ
て
い

る
統
一
地
方
選
挙
は
、
自
民
党
に
と
っ
て

は
再
生
、
政
権
奪
還
へ
向
け
て
、
最
低
で

も
現
状
維
持
、
少
し
で
も
勢
力
を
伸
ば

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
事
な
選
挙
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
、
公
認
候
補
者
を
早
く

決
定
し
、
準
備
運
動
を
し
っ
か
り
し
て
、

必
勝
の
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。

現
在
ま
で
に
、
京
都
市
会
で
は
11
行
政

区
で
現
職
、
元
、
新
人
を
含
め
25
名
の

公
認
候
補
者
が
決
定
、
京
都
府
会
で
は

京
都
市
内
で
現
職
全
員
が
立
候
補
す
る

予
定
で
あ
る
が
、
右
京
、
左
京
で
は
そ
れ

ぞ
れ
あ
と
1
名
の
公
認
候
補
者
を
決
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
府
下
で
は
「
宇
治

市
・
久
世
郡
」・「
木
津
川
市
・
相
楽
郡
」、

「
亀
岡
市
」、「
南
丹
市
・
船
井
郡
」「
綾
部

市
」、「
福
知
山
市
」、「
舞
鶴
市
」
選
挙

区
の
7
名
が
ま
だ
未
定
で
あ
る
。

国
会
、
地
方
を
問
わ
ず
議
員
の
数
は
男
性
が

圧
倒
的
に
多
い
。
し
か
し
、
選
挙
運
動
の
裏
方

と
な
っ
て
選
挙
を
実
質
的
に
支
え
る
の
は
、
女

性
で
あ
る
。
有
権
者
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い

る
女
性
の
支
持
な
く
し
て
選
挙
の
勝
利
は
あ
り

得
な
い
。
府
連
女
性
局
の
党
員
は
今
ま
で
数
多

く
の
選
挙
で
献
身
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。
京
都
府
連
女
性
局
は
、
京
都
市
内
11
支
部

と
京
都
市
を
除
く
府
下
市
町
村
に
12
支
部
計
23

支
部
の
設
置
を
目
標
と
し
て
い
る
。
現
在
、
京

都
市
内
は
全
て
の
行
政
区
に
組
織
が
出
来
て

い
る
が
、
残
念
な
が
ら
府
下
の
組
織
率
は
44
％

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
田
中
セ
ツ
子
京
都
市
会

議
員
が
女
性
局
長
に
就
任
し
て
以
来
、
女
性
部

の
組
織
拡
充
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
が
、
9

月
9
日
、
府
連
女
性
部
長
会
議
を
開
き
、
平
成

22
年
度
の
活
動
方
針
の
中
に
、
女
性
組
織
の
更

な
る
充
実
と
体
制
の
確
立
に
取
り
組
む
こ
と
を

盛
り
込
ん
だ
。
そ
し
て
、
女
性
の
声
・
地
域
の

声
・
次
世
代
を
坦
う
世
代
の
声
に
耳
を
傾
け
、

党
勢
の
拡
大
を
図
る
考
え
で
い
る
。

二
ノ
湯
　智

参
議
院
議
員

自
民
党
京
都
府
連
会
長

連
日
厳
しい
暑
さ
が
続
き
ま
し
た
が

　
　
　
　
く
れ
ぐ
れ
も
お
体
を
ご
自
愛
く
だ
さい

残
暑
御
見
舞
申
し
上
げ
ま
す

平
成
二
十
二
年
九
月

右京、福知山で府会候補者の公募を実施

●書類提出先・お問い合わせ先● ●書類提出先・お問い合わせ先●

京都府議会議員候補者
公募のお知らせ（福知山市）

自由民主党福知山支部　選考委員会事務局自由民主党右京支部選考委員会（TEL 075-315-7500）
福知山市北本町一区124番地　野田　隆＜代行受理＞　〒604-0052　京都市中京区御池通堀川東入北側

自由民主党京都府支部連合会　事務局内
http://web.kyoto-inet.or.jp/org/jimin/

TEL 075-222-0101 FAX 075-241-0405 TEL・FAX 0773-22-4555

京都府議会議員候補者
公募のお知らせ（右京区）

自由民主党福知山支部は、情熱を持った多くの方に、政治
の場で、力を発揮していただきたいとの願いから、来年4月
の京都府議会議員選挙の候補者を公募いたします。

自由民主党右京支部は、情熱を持った多くの方に、政治の
場で、力を発揮していただきたいとの願いから、来年4月の
京都府議会議員選挙の候補者を公募します。

応募資格は日本国籍を有し、福知山市内に在住する
満25歳以上70歳までの方

応募資格は日本国籍を有し、右京区内に
在住する満25歳以上の方

【申込期間】
平成22年9月10日㈮から
平成22年9月30日㈭まで

【提出書類】
応募される方は申込期間内に次の書類を郵送または

持参により提出してください。
①申請書1部（指定用紙・自書）
②履歴書1部（指定用紙・自書）
③住民票1通
④論文1通　400字詰め原稿用紙3～5枚程度
　（応募動機・政治信条・政策など）

【申込期間】
平成22年9月15日㈬から
平成22年9月30日㈭まで

【提出書類】
応募される方は申し込み期間内に次の書類を郵送また

は、持参により提出してください。
1. 申請書1部（指定用紙・自書）
2. 履歴書1部（指定用紙・自書）
3. 戸籍謄本1部
4. 健康診断書1部
5. 論文1部　400字詰め原稿用紙3～5枚程度
　（応募動機・政治信条・目指すべき政策など）
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一
、
土
俵
の
鬼
と
言
わ
れ
た
初
代
若
乃
花
が
亡

く
な
っ
た
。
栃
錦
、
若
乃
花
全
盛
時
代
は
私
の

小
学
生
時
代
。
私
は
大
の
若
乃
花
フ
ア
ン
だ
っ

た
。
田
舎
で
は
テ
レ
ビ
が
そ
れ
ほ
ど
普
及
し
て

い
な
か
っ
た
。
テ
レ
ビ
を
見
る
た
め
に
あ
ち
こ

ち
の
家
を
訪
ね
た
こ
と
が
懐
か
し
い
。

一
、
民
主
党
の
後
藤
英
友
議
員
の
妻
が
、
議
員

に
与
え
ら
れ
る
航
空
券
を
不
正
利
用
し
て
い

た
。
航
空
券
は
記
名
本
人
以
外
利
用
で
き
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
電
車
の
タ
ダ
乗
り
は
た

ま
に
聞
く
が
、
飛
行
機
の
た
だ
乗
り
は
あ
ま
り

聞
か
な
い
。
本
当
に
情
け
な
い
。

一
、
こ
う
残
暑
が
厳
し
い
と
「
か
き
氷
」
が
欲

し
く
な
る
。
私
の
好
き
な
氷
は
、
以
前
は
「
イ

チ
ゴ
」
で
あ
っ
た
が
、
今
は
「
宇
治
金
時
」。

時
々
甘
党
の
店
に
食
べ
に
行
く
。
小
さ
い
時
、

夏
と
い
え
ば
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
か
か
き
氷
。

大
人
に
な
っ
て
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

一
、
新
し
い
参
議
院
会
館
は
確
か
に
多
く
の
来

訪
者
が
あ
っ
て
も
十
分
に
対
処
出
来
る
広
さ
が

あ
っ
て
助
か
る
が
、
反
面
広
す
ぎ
て
、
隣
の
部

屋
と
の
お
付
き
合
い
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
女
性
秘
書
が
夜
遅
く
ま
で
残
業
す
る
時
、

少
し
物
騒
な
感
じ
が
す
る
。

一
、９
月
１
日
か
ら
の
テ
レ
ビ
放
送
は
、
民
主

党
の
代
表
選
の
報
道
が
多
か
っ
た
。
朝
か
ら
晩

ま
で
見
せ
ら
れ
て
、
う
ん
ざ
り
す
る
。
か
っ
て

民
主
党
が
野
党
時
代
、
同
じ
気
持
ち
だ
っ
た
か

も
知
れ
な
い
。
一
日
も
早
く
野
党
か
ら
脱
却
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
戦
い
は
終
わ
っ
た
。
菅
氏
の
圧
倒
的
勝
利

で
あ
っ
た
。国
会
議
員
票
は
伯
仲
で
あ
っ
た
が
、

党
員
・
サ
ポ
ー
タ
ー
票
で
差
が
つ
い
た
。
政
治

と
カ
ネ
の
問
題
を
引
き
ず
る
小
沢
氏
へ
の
嫌
悪

感
が
い
か
に
強
い
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
国

民
の
常
識
が
反
映
し
た
代
表
選
で
あ
っ
た
。

二
ノ
湯
事
務
所
に
秘
書
と
し
て
長
く
勤
め
て

い
た
横
山
浩
一
君
が
、
一
身
上
の
都
合
で
今
年

の
４
月
末
で
退
職
、
そ
の
後
任
と
し
て
近
藤
麻

衣
子
さ
ん
が
新
し
い
ス
タ
ッ
フ
に
加
わ
っ
た
。

近
藤
さ
ん
は
京
都
６
区
か
ら
衆
議
院
議
員
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
井
澤
京
子
氏
の
秘
書
を
し
て

い
た
。
30
才
前
の
若
い
近
藤
さ
ん
で
あ
る
が
、

な
か
な
か
し
っ
か
り
し
た
女
性
。
今
後
活
躍
が

大
い
に
期
待
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
機
会
に
、

京
都
事
務
所
で
働
い
て
い
る
３
人
の
秘
書
の
担

当
地
域
を
決
め
た
。
も
と
よ
り
、
役
所
と
違
っ

て
、
大
雑
把
な
分
け
方
で
あ
り
、
３
人
が
お
互

い
に
融
通
し
合
っ
て
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

３
人
の
主
な
担
当
区
域
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

★
上
倉
崇
敬（
京
都
１
、
２
区
）

★
近
藤
麻
衣
子（
京
都
3
、
６
区
）

★
森
田　

守（
京
都
４
、
５
区
）

二
ノ
湯
事
務
所
に
女
性
秘
書

「えとす」購読のお願い

口座名：みんなで政治を考える会

ホームページを開設いたしました

毎月一回の発行です。
月刊誌「えとす」は

毎月ご希望の方は、郵便口座振替にて、
ぜひお申し込み下さい

年間購読料　1,200円
郵便振替口座　01000-4-62360

二ノ湯さとし事務所
電話　075-315-2228

̶　お問い合わせ先　̶

http://www.ninoyusatoshi.com

「日本真生塾」塾生募集
来たれ、21世紀の大衆指導者

日本真生塾（仮称）岡本幸治（大阪国際大学名誉教授）が塾長を務める
●塾の目的

日本は今や戦後最大の混迷期を迎えつつある。政治、経済、社会、教育のあらゆる面で、日本の過去・
現在の抜本的な見直しを行い、その問題点を明らかにして２１世紀における日本の＜真生＞を志すべき時期に
遭遇している。日本の＜真生＞を自らの課題として担い、脚下照顧して一隅を照らし続け、右往左往しつつあ
る大衆の指導者たらんとする志を有する人士が、互いに切磋琢磨し、幅広い勉学を通じて士魂を錬磨する集
いがこの塾である。

●塾の運営概略
★塾生は約３０名に限って募集する。（自薦、他薦可）
★今年度は年会費無料
★毎月１回、例会を開催。いずれ外部講師を招くが、当面塾長が毎回、戦後日本の基本問題や国際問題、
歴史認識に関する問題提起などを行い、討論を通じて互いに研鑽をはかる。
★事務局・右京区西院坤町２ハウスドゥ四条ビル６Ｆ　℡０５０－７５４４－４０１８
★第１回例会　１０月２５日㈪　１８時～２１時・京都駅前正面「メルパルク京都」４階

昭和１１年京都市生まれ、京大法学部卒業、京大法学博士、大阪府立大学総合科学部助教授、インド国立
ジャワハルラル・ネルー大学客員教授、愛媛大学法文部教授、大阪国際大学政経学部教授（学部長を経て学
生部長）・ＮＰＯ日印友好協会（ＪＡＩFA）理事長。憲法学、政治学、政治思想、専攻。近現代の日本とアジア、
特にインドと中国を中心とする国際政治経済の現状に広く関心を持ち、最近は大転換期に入った世界を睨んで、
文化論・文明論・教育論にも独自の実践的観点から発言を行っている。

◎岡本幸治氏の＜略歴＞及び＜社会活動＞◎


